
改正化審法改正化審法改正化審法改正化審法におけるにおけるにおけるにおける
化学物質化学物質化学物質化学物質のスクリーニングのスクリーニングのスクリーニングのスクリーニング評価評価評価評価手法手法手法手法化学物質化学物質化学物質化学物質のスクリーニングのスクリーニングのスクリーニングのスクリーニング評価評価評価評価手法手法手法手法

のののの提案提案提案提案

製品製品製品製品評価評価評価評価技術基盤技術基盤技術基盤技術基盤機構機構機構機構 化学物質化学物質化学物質化学物質管理管理管理管理センターセンターセンターセンター

髙橋宏和髙橋宏和髙橋宏和髙橋宏和 坂井坂井坂井坂井るりこるりこるりこるりこ 平井祐介平井祐介平井祐介平井祐介
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髙橋宏和髙橋宏和髙橋宏和髙橋宏和 坂井坂井坂井坂井るりこるりこるりこるりこ 平井祐介平井祐介平井祐介平井祐介

宮坂宜孝宮坂宜孝宮坂宜孝宮坂宜孝 村田麻里子村田麻里子村田麻里子村田麻里子 小塚康治小塚康治小塚康治小塚康治



� 化審法化審法化審法化審法（（（（化学物質化学物質化学物質化学物質のののの審査及審査及審査及審査及びびびび製造等製造等製造等製造等のののの規制規制規制規制にににに関関関関するするするする法律法律法律法律））））のののの目的目的目的目的

環境環境環境環境汚染汚染汚染汚染をををを通通通通じたじたじたじた人人人人のののの健康健康健康健康とととと動植物動植物動植物動植物のののの生息又生息又生息又生息又はははは生育生育生育生育へのへのへのへの被害被害被害被害

をををを防止防止防止防止するためするためするためするため製造等製造等製造等製造等にににに関関関関しししし必要必要必要必要なななな規制規制規制規制をををを行行行行うううう

化審法化審法化審法化審法とリスクとリスクとリスクとリスク評価評価評価評価のののの関係関係関係関係

をををを防止防止防止防止するためするためするためするため製造等製造等製造等製造等にににに関関関関しししし必要必要必要必要なななな規制規制規制規制をををを行行行行うううう

規制等規制等規制等規制等のののの措置措置措置措置がががが必要必要必要必要かどうかはかどうかはかどうかはかどうかは
被害被害被害被害をををを生生生生じるおそれがあるかでじるおそれがあるかでじるおそれがあるかでじるおそれがあるかで判断判断判断判断

被害被害被害被害をををを生生生生じるおそれがあるかどうかはじるおそれがあるかどうかはじるおそれがあるかどうかはじるおそれがあるかどうかは
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被害被害被害被害をををを生生生生じるおそれがあるかどうかはじるおそれがあるかどうかはじるおそれがあるかどうかはじるおそれがあるかどうかは
環境経由環境経由環境経由環境経由のののの「「「「リスクリスクリスクリスク」」」」をををを予測予測予測予測

制度上制度上制度上制度上、「、「、「、「リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価」」」」がががが必要必要必要必要



化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質

段階的段階的段階的段階的アプローチアプローチアプローチアプローチ 効率的効率的効率的効率的にににに行行行行うためにうためにうためにうために段階的段階的段階的段階的にににに対象物対象物対象物対象物
質質質質をををを絞絞絞絞りりりり込込込込みみみみ情報収集情報収集情報収集情報収集のののの範囲範囲範囲範囲をををを順次順次順次順次
広広広広げるげるげるげる多段階多段階多段階多段階のののの評価評価評価評価

・・・
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過小評価過小評価過小評価過小評価はしないようにはしないようにはしないようにはしないように
安全安全安全安全サイドのサイドのサイドのサイドの評価評価評価評価リ
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スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価（（（（一次一次一次一次））））
評価評価評価評価ⅠⅠⅠⅠ
評価評価評価評価ⅡⅡⅡⅡ

優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質

物質物質物質物質ごとのごとのごとのごとの実態実態実態実態をををを
反映反映反映反映したしたしたした
評価評価評価評価へへへへ
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3333

第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質

評価評価評価評価ⅡⅡⅡⅡ
評価評価評価評価ⅢⅢⅢⅢ

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価（（（（二次二次二次二次））））



一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの中中中中からからからから
「「「「優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質」」」」のののの定義定義定義定義にににに該当該当該当該当するするするする化学物質化学物質化学物質化学物質をををを

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの目的目的目的目的

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

「「「「優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質」」」」のののの定義定義定義定義にににに該当該当該当該当するするするする化学物質化学物質化学物質化学物質をををを
化審法化審法化審法化審法のののの制度制度制度制度でででで利用利用利用利用できるできるできるできる情報情報情報情報をををを用用用用いていていていて選別選別選別選別することすることすることすること

•人人人人のののの健康又健康又健康又健康又はははは
生活環境動植物生活環境動植物生活環境動植物生活環境動植物
にににに対対対対するするするする長期毒性長期毒性長期毒性長期毒性
をををを有有有有さないことがさないことがさないことがさないことが

•リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価をををを優先優先優先優先
的的的的にににに行行行行うううう必要必要必要必要がががが
あるあるあるある

•リスクがリスクがリスクがリスクが
ないとないとないとないと
はははは認認認認めめめめ
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をををを有有有有さないことがさないことがさないことがさないことが
明明明明らかではないらかではないらかではないらかではない

•環境中環境中環境中環境中にににに相当程相当程相当程相当程
度残留度残留度残留度残留するするするする見込見込見込見込みみみみ

あるあるあるある
•性状性状性状性状にににに関関関関するするするする情報情報情報情報

をををを収集収集収集収集
•使用等使用等使用等使用等のののの状況状況状況状況をををを把把把把

握握握握

はははは認認認認めめめめ
られなられなられなられな
いいいい



スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの目的目的目的目的
一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの中中中中からからからから

「「「「優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質」」」」のののの定義定義定義定義にににに該当該当該当該当するするするする化学物質化学物質化学物質化学物質をををを

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

「「「「優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質」」」」のののの定義定義定義定義にににに該当該当該当該当するするするする化学物質化学物質化学物質化学物質をををを
化審法化審法化審法化審法のののの制度制度制度制度でででで利用利用利用利用できるできるできるできる情報情報情報情報をををを用用用用いていていていて選別選別選別選別することすることすることすること

�有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報
• 審査審査審査審査・・・・判定情報判定情報判定情報判定情報
• 各種各種各種各種のののの既存情報既存情報既存情報既存情報

（（（（PRTRPRTRPRTRPRTR対象物質対象物質対象物質対象物質のののの選定選定選定選定にににに用用用用いたいたいたいた各種各種各種各種のののの有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報、、、、JapanJapanJapanJapanチャレンチャレンチャレンチャレン
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ジのジのジのジの情報情報情報情報、、、、HPVHPVHPVHPV点検点検点検点検のののの情報等情報等情報等情報等））））

�暴露情報暴露情報暴露情報暴露情報
• 一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの製造数量等製造数量等製造数量等製造数量等のののの届出情報届出情報届出情報届出情報

（（（（製造数量製造数量製造数量製造数量、、、、輸入数量輸入数量輸入数量輸入数量、、、、用途別出荷数量用途別出荷数量用途別出荷数量用途別出荷数量））））



リスクのリスクのリスクのリスクの指標指標指標指標でリスクでリスクでリスクでリスク評価評価評価評価をををを行行行行うううう優先度優先度優先度優先度をををを付与付与付与付与

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの考考考考ええええ方方方方

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

リスクリスクリスクリスク ＝＝＝＝ 有害性有害性有害性有害性 ×××× 暴露暴露暴露暴露

強弱のランク
を付ける

大小のランク
を付ける

有害性有害性有害性有害性がががが強強強強くくくく、、、、暴露暴露暴露暴露がががが大大大大きいほどきいほどきいほどきいほど有害性有害性有害性有害性がががが強強強強くくくく、、、、暴露暴露暴露暴露がががが大大大大きいほどきいほどきいほどきいほど
リスクがリスクがリスクがリスクが大大大大きいきいきいきい

「「「「リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価をををを行行行行うううう優先度優先度優先度優先度がががが高高高高いいいい」」」」
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有害性有害性有害性有害性：：：：強弱強弱強弱強弱のののの基準基準基準基準をををを設定設定設定設定
暴暴暴暴 露露露露：：：：暴露暴露暴露暴露のののの指標指標指標指標としてとしてとしてとして排出量排出量排出量排出量のののの大小大小大小大小のののの基準基準基準基準をををを設定設定設定設定

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの基本形基本形基本形基本形

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

有害性有害性有害性有害性：：：：一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの毒性毒性毒性毒性データデータデータデータ
暴暴暴暴 露露露露：：：：一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの届出数量届出数量届出数量届出数量からからからから算出算出算出算出するするするする全国総排出量全国総排出量全国総排出量全国総排出量

優先度優先度優先度優先度マトリックスマトリックスマトリックスマトリックス
有害性クラス

強←―――――→弱

1 2 3 4 外
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優先度付優先度付優先度付優先度付けけけけ
のイメージのイメージのイメージのイメージ

排
出
量
ク
ラ
ス

大
↑

｜

｜

↓

小

1 高高高高 高高高高 高高高高 高高高高

2 高高高高 高高高高 高高高高 中中中中

3 高高高高 高高高高 中中中中 低低低低

4 高高高高 中中中中 低低低低 低低低低

外 評価対象外



スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの対象対象対象対象

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

人健康人健康人健康人健康とととと生態生態生態生態ではではではでは用用用用いるいるいるいる有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報もももも暴露暴露暴露暴露のののの指標指標指標指標もももも異異異異なるためなるためなるためなるため、、、、
それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ独立独立独立独立にスクリーニングにスクリーニングにスクリーニングにスクリーニング評価評価評価評価をををを実施実施実施実施

人健康人健康人健康人健康 生態生態生態生態

対象生物対象生物対象生物対象生物 人人人人 水生生物水生生物水生生物水生生物
有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス 生態毒性試験生態毒性試験生態毒性試験生態毒性試験（（（（藻類藻類藻類藻類、、、、

�人健康人健康人健康人健康のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価をすべきをすべきをすべきをすべき優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質
�生態生態生態生態のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価をすべきをすべきをすべきをすべき優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質
�人健康及人健康及人健康及人健康及びびびび生態生態生態生態のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価をすべきをすべきをすべきをすべき優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質

有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス
付付付付けにけにけにけに用用用用いるいるいるいる

毒性試験毒性試験毒性試験毒性試験

げっげっげっげっ歯類歯類歯類歯類をををを用用用用いたいたいたいた反復投与毒性試験反復投与毒性試験反復投与毒性試験反復投与毒性試験、、、、
変異原性試験等変異原性試験等変異原性試験等変異原性試験等

生態毒性試験生態毒性試験生態毒性試験生態毒性試験（（（（藻類藻類藻類藻類、、、、
ミジンコミジンコミジンコミジンコ、、、、魚類魚類魚類魚類））））

暴露経路暴露経路暴露経路暴露経路
• 大気大気大気大気のののの吸入吸入吸入吸入

• 飲水飲水飲水飲水
• 魚類等食物魚類等食物魚類等食物魚類等食物のののの摂取摂取摂取摂取

水中水中水中水中でのでのでのでの暴露暴露暴露暴露

暴露暴露暴露暴露のののの指標指標指標指標 大気大気大気大気・・・・水域水域水域水域へのへのへのへの全国総排出量全国総排出量全国総排出量全国総排出量 水域水域水域水域へのへのへのへの全国総排出量全国総排出量全国総排出量全国総排出量
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有害性有害性有害性有害性クラスをクラスをクラスをクラスを
どうどうどうどう区切区切区切区切るるるる？？？？

排出量排出量排出量排出量クラスをクラスをクラスをクラスを
どうどうどうどう区切区切区切区切るるるる？？？？目盛目盛目盛目盛りりりり設定設定設定設定

有害性有害性有害性有害性排出量排出量排出量排出量

手法設定手法設定手法設定手法設定のためにのためにのためにのために決決決決めることめることめることめること

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

データのデータのデータのデータの当当当当てはめてはめてはめてはめ？？？？
有害性不明有害性不明有害性不明有害性不明のときはのときはのときはのときは？？？？

排出量排出量排出量排出量をどうをどうをどうをどう計算計算計算計算？？？？当当当当てはめるデータてはめるデータてはめるデータてはめるデータ

どうどうどうどう区切区切区切区切るるるる？？？？どうどうどうどう区切区切区切区切るるるる？？？？目盛目盛目盛目盛りりりり設定設定設定設定

どのようにどのようにどのようにどのように反映反映反映反映？？？？難難難難////良分解性良分解性良分解性良分解性

組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ どのどのどのどの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ（（（（マスマスマスマス目目目目））））がががが優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」？」？」？」？

有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス

強強強強←――――→弱弱弱弱

1 2 3 4 外外外外

排
出
量

排
出
量

排
出
量

排
出
量
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

大大大大

↑

｜｜｜｜

｜｜｜｜

↓

小小小小

1 高高高高 高高高高 高高高高 高高高高

2 高高高高 高高高高 高高高高 中中中中

3 高高高高 高高高高 中中中中 低低低低

4 高高高高 中中中中 低低低低 低低低低

外外外外 評価対象外評価対象外評価対象外評価対象外

9999



生態生態生態生態にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスのクラスのクラスのクラスの設定設定設定設定
～～～～基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方～～～～

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

� 土台土台土台土台とするとするとするとする基準基準基準基準

� 化審法化審法化審法化審法のののの判定基準判定基準判定基準判定基準
� GHSGHSGHSGHS分類分類分類分類

� 対象対象対象対象とするとするとするとする有害性項目有害性項目有害性項目有害性項目
� 水生生物水生生物水生生物水生生物にににに係係係係るるるる長期毒性長期毒性長期毒性長期毒性� 水生生物水生生物水生生物水生生物にににに係係係係るるるる長期毒性長期毒性長期毒性長期毒性

�用用用用いるいるいるいる有害性有害性有害性有害性データデータデータデータ

藻類藻類藻類藻類・・・・甲殻類甲殻類甲殻類甲殻類（（（（ミジンコミジンコミジンコミジンコ））））・・・・魚類魚類魚類魚類のののの慢性慢性慢性慢性およびおよびおよびおよび急性毒急性毒急性毒急性毒
性性性性データデータデータデータ

10101010



生態生態生態生態にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス～～～～区切区切区切区切るためのるためのるためのるための基準基準基準基準のののの現状現状現状現状～～～～

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

ＧＨＳＧＨＳＧＨＳＧＨＳ分類分類分類分類
（（（（改訂改訂改訂改訂３３３３版版版版））））

慢性慢性慢性慢性毒性毒性毒性毒性

化審法化審法化審法化審法のののの監視化学監視化学監視化学監視化学
物質物質物質物質のののの判定判定判定判定基準基準基準基準

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

注注注注1)1)1)1) 注注注注1)1)1)1) 三監三監三監三監⇒⇒⇒⇒第第第第三三三三種監視化学物質種監視化学物質種監視化学物質種監視化学物質

急性毒性値急性毒性値急性毒性値急性毒性値にににに
基基基基づくづくづくづく基準基準基準基準

慢性毒性値慢性毒性値慢性毒性値慢性毒性値にににに

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

良
分
解

良
分
解

良
分
解

良
分
解

急性急性急性急性毒性毒性毒性毒性
区分区分区分区分

慢性慢性慢性慢性毒性毒性毒性毒性
区分区分区分区分

なしなしなしなし

慢性慢性慢性慢性毒性区分毒性区分毒性区分毒性区分

三監三監三監三監 判定判定判定判定基準基準基準基準

なしなしなしなし

三監判定三監判定三監判定三監判定基準基準基準基準

注注注注1)1)1)1) 注注注注1)1)1)1) 三監三監三監三監⇒⇒⇒⇒第第第第三三三三種監視化学物質種監視化学物質種監視化学物質種監視化学物質
難分解性難分解性難分解性難分解性でありでありでありであり、、、、動植物一般動植物一般動植物一般動植物一般へのへのへのへの毒毒毒毒
性性性性のあるのあるのあるのある化学物質化学物質化学物質化学物質。。。。

慢性毒性値慢性毒性値慢性毒性値慢性毒性値にににに
基基基基づくづくづくづく基準基準基準基準

11111111

良
分
解

良
分
解

良
分
解

良
分
解

慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性区分区分区分区分注注注注2)2)2)2)三監判定三監判定三監判定三監判定基準基準基準基準

化審法の三監判定基準と、GHS分類（改訂3版）の慢性毒性区分
を融合させて土台作り

注注注注2) 2) 2) 2) 難分解性難分解性難分解性難分解性のののの10101010倍緩倍緩倍緩倍緩いいいい区分区分区分区分



強強強強 有害性有害性有害性有害性 弱弱弱弱

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４ 評価対象外評価対象外評価対象外評価対象外

生態生態生態生態にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４ 評価対象外評価対象外評価対象外評価対象外

提案提案提案提案
PNECPNECPNECPNEC
≤≤≤≤0.0010.0010.0010.001

0.001<0.001<0.001<0.001<
PNECPNECPNECPNEC
≤≤≤≤0.010.010.010.01

0.01<0.01<0.01<0.01<
PNECPNECPNECPNEC
≤≤≤≤0.10.10.10.1

0.1<0.1<0.1<0.1<
PNECPNECPNECPNEC

≤≤≤≤1111

PNECPNECPNECPNEC
> 1> 1> 1> 1

GHSGHSGHSGHS

区分区分区分区分
慢性毒性区分慢性毒性区分慢性毒性区分慢性毒性区分１１１１

慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性
区分区分区分区分２２２２

急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性
値値値値をををを用用用用いたいたいたいた
慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性

区分外区分外区分外区分外
区分区分区分区分 区分区分区分区分２２２２ 慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性

区分区分区分区分３３３３

化審法化審法化審法化審法

判定基準判定基準判定基準判定基準
三監相当三監相当三監相当三監相当 三監相当三監相当三監相当三監相当ではないではないではないではない

PNECPNECPNECPNEC：：：：無影響濃度無影響濃度無影響濃度無影響濃度（（（（mg/Lmg/Lmg/Lmg/L）））） ＝＝＝＝最小毒性値最小毒性値最小毒性値最小毒性値／／／／不確実係数積不確実係数積不確実係数積不確実係数積
＝（＝（＝（＝（みなしみなしみなしみなし））））慢性慢性慢性慢性毒性値毒性値毒性値毒性値／／／／１０１０１０１０

12121212

※詳細についてはポスター発表で



� 有害性調査の求めで得られる試験データで付与しうる
最もきびしいクラス

生態生態生態生態のののの有害性有害性有害性有害性データがないデータがないデータがないデータがない場合場合場合場合

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

強強強強 有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス 弱弱弱弱

最もきびしいクラス

化審法第10条第1項の有害性調査の求めを行うことができる項
目があるためであり、法律上の優先評価化学物質の定義に規
定される評価において必要な最低限の情報と考えるためである。

強強強強 有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス 弱弱弱弱

データがデータがデータがデータが
ないないないない場合場合場合場合

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４
評価評価評価評価

対象外対象外対象外対象外

13131313

※詳細についてはポスター発表で



生態生態生態生態のののの有害性有害性有害性有害性データがないデータがないデータがないデータがない場合場合場合場合

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案
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累積％

過去に得られている有害性情報
として、既存点検がなされた化学
物質のうち、PNECが算出できた
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有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス１１１１ 有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス２２２２ 物質のうち、PNECが算出できた
565物質の頻度分布を解析

10%ileが0.0006mg/Lであり、
0.001mg/L以下の累積%は約
30%に達したことからも有害性

14141414

※詳細についてはポスター発表で
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図図図図 既存既存既存既存点検点検点検点検のののの生態毒性試験生態毒性試験生態毒性試験生態毒性試験にににによるよるよるよるPNECPNECPNECPNECのののの頻度分布頻度分布頻度分布頻度分布

30%に達したことからも有害性
クラス「1」に該当させること
は妥当と考えられる。



� 生態生態生態生態でででで用用用用いるいるいるいる環境媒体環境媒体環境媒体環境媒体のののの設定設定設定設定

生態生態生態生態にににに係係係係るるるる排出量排出量排出量排出量クラスクラスクラスクラスのののの設定設定設定設定
～～～～基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方～～～～

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

� 生態生態生態生態でででで用用用用いるいるいるいる環境媒体環境媒体環境媒体環境媒体のののの設定設定設定設定

� 生態生態生態生態：：：：水域水域水域水域

総排出量総排出量総排出量総排出量＝＝＝＝製造段階製造段階製造段階製造段階のののの排出量排出量排出量排出量
＋＋＋＋出荷段階出荷段階出荷段階出荷段階のののの排出量排出量排出量排出量

製造段階の排出量

15151515

製造段階の排出量
=製造数量×製造段階の排出係数

出荷段階の排出量
=∑（用途別出荷数量×用途別排出係数）
用途

※詳細についてはポスター発表で



優 先 度優 先 度優 先 度優 先 度 「「「「 高高高高 」」」」 と す ると す ると す ると す る 有 害 性有 害 性有 害 性有 害 性 ク ラ ス とク ラ ス とク ラ ス とク ラ ス と
排 出 量排 出 量排 出 量排 出 量 ク ラ スク ラ スク ラ スク ラ ス のののの 組 合組 合組 合組 合 せ のせ のせ のせ の 導導導導 きききき 方方方方

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

� 三監三監三監三監かつかつかつかつPRTRPRTRPRTRPRTR対象物質対象物質対象物質対象物質

� PRTRPRTRPRTRPRTR排出量排出量排出量排出量データでリスクデータでリスクデータでリスクデータでリスク評価評価評価評価

� PEC/PNEC PEC/PNEC PEC/PNEC PEC/PNEC ≥ ≥ ≥ ≥ 1111 リスクリスクリスクリスク懸念箇所数懸念箇所数懸念箇所数懸念箇所数

広範広範広範広範なななな地域地域地域地域でリスクでリスクでリスクでリスク懸念懸念懸念懸念かどうかかどうかかどうかかどうか

� 三監三監三監三監届出数量届出数量届出数量届出数量でｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞでｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞでｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞでｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価評価評価評価

� 有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス付与付与付与付与
� 排出量排出量排出量排出量クラスクラスクラスクラス付与付与付与付与（（（（複数複数複数複数パターンパターンパターンパターン））））

（（（（確定済確定済確定済確定済みみみみ１１１１パターンパターンパターンパターン））））

� 三監三監三監三監かつかつかつかつPRTRPRTRPRTRPRTR対象物質対象物質対象物質対象物質
� 定量的定量的定量的定量的なななな有害性有害性有害性有害性データデータデータデータ（（（（指定根拠指定根拠指定根拠指定根拠からからからから導導導導いたいたいたいたPNECPNECPNECPNEC））））
� PRTRPRTRPRTRPRTR排出量排出量排出量排出量

� リスクリスクリスクリスク評価結果評価結果評価結果評価結果とｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞとｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞとｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞとｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価結果評価結果評価結果評価結果（（（（複数複数複数複数パターンパターンパターンパターン））））をををを比較比較比較比較
�リスクリスクリスクリスク懸念懸念懸念懸念のののの物質物質物質物質がスクリーニングがスクリーニングがスクリーニングがスクリーニング評価評価評価評価のののの優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」」」」になっているかになっているかになっているかになっているか

16161616



優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」」」」とするとするとするとする有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラスとととと暴露暴露暴露暴露
クラスのクラスのクラスのクラスの組合組合組合組合せせせせ

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

生態に係る優先度マトリックス

1 2 3 4 外

0.001
mg/L以下

0.001-0.01
mg/L

0.01-0.1
mg/L

0.1-1
mg/L

1
mg/L超

1 1000t以上 高 高 高 高

2 100-1000t 高 高 高 中

有害性クラス

排
出

17171717

3 10-100t 高 高 中 低

4 1-10t 高 中 低 低

外 1t以下 評価対象外

出
量
ク
ラ
ス



1. スクリーニング評価手法の枠組みは、リスクの観点から評価
の優先度を決めるために、暴露と有害性のそれぞれの指標
の分類基準を設定し、有害性も強く暴露も大きい優先度
「高」のものから優先評価化学物質に選定する。

スクリーニング評価手法（NITE案）のまとめまとめまとめまとめ

「高」のものから優先評価化学物質に選定する。

2. 暴露の指標は、製造数量等の届出情報から推計する全国総
排出量とする。生態に対する場合は水域への全国総排出量の
みとする。

3. 有害性の分類は、化審法の判定基準とGHS分類（改訂3版）
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3. 有害性の分類は、化審法の判定基準とGHS分類（改訂3版）
の考え方を融合して設定する。

4. 有害性データがない物質の有害性クラスは「１」とする。



平成平成平成平成21212121年度環境対応技術開発等年度環境対応技術開発等年度環境対応技術開発等年度環境対応技術開発等（（（（改正化審法改正化審法改正化審法改正化審法におけるにおけるにおけるにおける
化学物質化学物質化学物質化学物質のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価スキームにスキームにスキームにスキームに関関関関するするするする調査調査調査調査））））

本発表内容本発表内容本発表内容本発表内容のののの詳細詳細詳細詳細などはなどはなどはなどは

化学物質化学物質化学物質化学物質のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価スキームにスキームにスキームにスキームに関関関関するするするする調査調査調査調査））））

�報告書報告書報告書報告書
・スクリーニング・スクリーニング・スクリーニング・スクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの詳細詳細詳細詳細
・・・・排出係数設定方法排出係数設定方法排出係数設定方法排出係数設定方法・・・・根拠等根拠等根拠等根拠等のののの詳細詳細詳細詳細

�技術技術技術技術ガイダンスガイダンスガイダンスガイダンス（（（（案案案案））））
・リスク・リスク・リスク・リスク評価評価評価評価（（（（一次一次一次一次））））手法手法手法手法のののの詳細詳細詳細詳細・リスク・リスク・リスク・リスク評価評価評価評価（（（（一次一次一次一次））））手法手法手法手法のののの詳細詳細詳細詳細

経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省：：：：
http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/other/development.htmlhttp://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/other/development.htmlhttp://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/other/development.htmlhttp://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/other/development.html

NITENITENITENITE：：：：
http://www.safe.nite.go.jp/risk/kasinn.htmlhttp://www.safe.nite.go.jp/risk/kasinn.htmlhttp://www.safe.nite.go.jp/risk/kasinn.htmlhttp://www.safe.nite.go.jp/risk/kasinn.html

19191919



ごごごご清聴清聴清聴清聴ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。

※※※※本調査本調査本調査本調査のののの成果成果成果成果はははは、、、、平成平成平成平成２１２１２１２１年度環境対応技術開発年度環境対応技術開発年度環境対応技術開発年度環境対応技術開発等等等等（（（（改正化審法改正化審法改正化審法改正化審法
ににににおけるおけるおけるおける化学物質化学物質化学物質化学物質のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価スキームにスキームにスキームにスキームに関関関関するするするする調査調査調査調査））））のののの一環一環一環一環としてとしてとしてとして
得得得得られたものですられたものですられたものですられたものです。。。。

調査調査調査調査・・・・解析解析解析解析メンバーメンバーメンバーメンバー（（（（五十音順五十音順五十音順五十音順））））
泉陽子泉陽子泉陽子泉陽子 大久保克彦大久保克彦大久保克彦大久保克彦 岡田佳寿美岡田佳寿美岡田佳寿美岡田佳寿美 光崎純光崎純光崎純光崎純 小塚小塚小塚小塚康康康康治治治治 坂井坂井坂井坂井るりこるりこるりこるりこ
澤田光博澤田光博澤田光博澤田光博 髙橋宏和髙橋宏和髙橋宏和髙橋宏和 玉造晃弘玉造晃弘玉造晃弘玉造晃弘 中村淳中村淳中村淳中村淳 橋本愛橋本愛橋本愛橋本愛 橋本正雄橋本正雄橋本正雄橋本正雄

20202020

澤田光博澤田光博澤田光博澤田光博 髙橋宏和髙橋宏和髙橋宏和髙橋宏和 玉造晃弘玉造晃弘玉造晃弘玉造晃弘 中村淳中村淳中村淳中村淳 橋本愛橋本愛橋本愛橋本愛 橋本正雄橋本正雄橋本正雄橋本正雄
平井祐介平井祐介平井祐介平井祐介 松崎寿松崎寿松崎寿松崎寿 丸山寛茂丸山寛茂丸山寛茂丸山寛茂 宮坂宜孝宮坂宜孝宮坂宜孝宮坂宜孝 武藤成明武藤成明武藤成明武藤成明 村田麻里子村田麻里子村田麻里子村田麻里子
森田敦子森田敦子森田敦子森田敦子 山田亜矢山田亜矢山田亜矢山田亜矢
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項目項目項目項目 物質物質物質物質αααα

生態生態生態生態にににに係係係係るスクリーニングるスクリーニングるスクリーニングるスクリーニング評価評価評価評価
～～～～物質物質物質物質ααααのののの場合場合場合場合～～～～

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

項目項目項目項目

生態生態生態生態にににに係係係係るるるる
有害性有害性有害性有害性データデータデータデータ

分解性分解性分解性分解性

製造数量等製造数量等製造数量等製造数量等のののの

物質物質物質物質αααα

難分解性判定難分解性判定難分解性判定難分解性判定

• 藻類急性藻類急性藻類急性藻類急性：：：： EC50= 100mg/LEC50= 100mg/LEC50= 100mg/LEC50= 100mg/L
• ミジンコミジンコミジンコミジンコ急性急性急性急性：：：： EC50= 45mg/LEC50= 45mg/LEC50= 45mg/LEC50= 45mg/L
• 魚類急性魚類急性魚類急性魚類急性：：：： LC50= 20mg/LLC50= 20mg/LLC50= 20mg/LLC50= 20mg/L
• 慢性慢性慢性慢性データデータデータデータ：：：： なしなしなしなし

• 製造製造製造製造：：：： 計計計計 2500250025002500トントントントン
• 出荷出荷出荷出荷（（（（工業用溶剤工業用溶剤工業用溶剤工業用溶剤）））） 計計計計 1500150015001500トントントントン

製造数量等製造数量等製造数量等製造数量等のののの
届出情報届出情報届出情報届出情報

• 出荷出荷出荷出荷（（（（工業用溶剤工業用溶剤工業用溶剤工業用溶剤）））） 計計計計 1500150015001500トントントントン
• 出荷出荷出荷出荷（（（（そのそのそのその他他他他）））） 計計計計 10000100001000010000トントントントン

22222222



• 藻類急性藻類急性藻類急性藻類急性：：：： EC50= 100mg/LEC50= 100mg/LEC50= 100mg/LEC50= 100mg/L

～～～～物質物質物質物質ααααのののの生態有害性生態有害性生態有害性生態有害性クラスクラスクラスクラス～～～～

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

強強強強 有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス 弱弱弱弱

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４
評価評価評価評価

対象外対象外対象外対象外

PNEC
0.001< 0.01< 0.1<

PNEC

３３３３

• 藻類急性藻類急性藻類急性藻類急性：：：： EC50= 100mg/LEC50= 100mg/LEC50= 100mg/LEC50= 100mg/L
• ミジンコミジンコミジンコミジンコ急性急性急性急性：：：： EC50= EC50= EC50= EC50= 5mg/L5mg/L5mg/L5mg/L
• 魚類急性魚類急性魚類急性魚類急性：：：： LC50= 20mg/LLC50= 20mg/LLC50= 20mg/LLC50= 20mg/L
• 慢性慢性慢性慢性データデータデータデータ：：：： なしなしなしなし

PNEC

≤0.001

0.001<

PNEC

≤0.01

0.01<

PNEC

≤0.1

0.1<

PNEC

≤1

PNEC

> 1

PNEC ＝最小毒性値/不確実係数積＝5／100
＝0.05 mg/L

23232323



2500 (4 10-6) 1500×(7×10-4)＋10000 ×0.5

～～～～物質物質物質物質ααααのののの生態生態生態生態にににに係係係係るるるる排出量排出量排出量排出量クラスクラスクラスクラス～～～～

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

2500×(4×10-6)

生態の評価用の国内総排出量＝ Σ  {（B）＋Σ（D）}
事業者 用途

1500×(7×10-4)＋10000 ×0.5

＝（0.015）＋（5000）
＝ 5000 t

排
出
量

排
出
量

排
出
量

排
出
量

1 10000t超超超超

24242424

排
出
量

排
出
量

排
出
量

排
出
量
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

2 1000～～～～10000t

3 100～～～～1000t

4 10～～～～100t

外外外外 10t以下以下以下以下



～～～～物質物質物質物質ααααのののの生態生態生態生態にににに係係係係るスクリーニングるスクリーニングるスクリーニングるスクリーニング評価結果評価結果評価結果評価結果～～～～

有害性クラス 優
先
評
価
化
学
物
質

優
先
評
価
化
学
物
質

優
先
評
価
化
学
物
質

優
先
評
価
化
学
物
質

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

有害性クラス
強←―――――→弱

1 2 3 4 外

排
出
量

大
↑

｜

1 高高高高 高高高高 高高高高 高高高高

2 高高高高 高高高高 高高高高 中中中中高高高高

優
先
評
価
化
学
物
質

優
先
評
価
化
学
物
質

優
先
評
価
化
学
物
質

優
先
評
価
化
学
物
質

25252525

量
ク
ラ
ス

｜

｜

｜

↓

小

3 高高高高 高高高高 中中中中 低低低低

4 高高高高 中中中中 低低低低 低低低低

外 評価対象外

優
先
評
価
化
学
物
質

優
先
評
価
化
学
物
質

優
先
評
価
化
学
物
質

優
先
評
価
化
学
物
質
（（（（生
態
生
態
生
態
生
態
））））



�スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価
�３３３３省省省省でででで手法手法手法手法のののの調整調整調整調整
�３３３３省合同省合同省合同省合同でででで手法手法手法手法のののの審議審議審議審議

今後の見通し

�３３３３省合同省合同省合同省合同でででで手法手法手法手法のののの審議審議審議審議
�第二種第二種第二種第二種・・・・第三種監視化学物質第三種監視化学物質第三種監視化学物質第三種監視化学物質をををを対象対象対象対象にににに実施実施実施実施
�平成平成平成平成23232323年年年年4444月月月月にににに優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質をををを告示告示告示告示

� リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価
�３３３３省省省省でででで手法手法手法手法のののの調整調整調整調整�３３３３省省省省でででで手法手法手法手法のののの調整調整調整調整
�３３３３省合同省合同省合同省合同でででで手法手法手法手法のののの審議審議審議審議
�平成平成平成平成23232323年度以降年度以降年度以降年度以降、、、、優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質をををを対象対象対象対象にににに実施実施実施実施
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